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ホボ MX 水位ロガーは、河川・湖・湿地・潮水地・地下水など幅広い計測地点にて、変動

する水位を観測する事が出来ます。Bluetooth®機能を備えたこのロガーはモバイル端末と

のワイヤレス通信ができるよう設計されています。「HOBOconnect™」をインストールした

スマートフォンやタブレットのモバイル端末でロガーの設定・ロガーからのデータの読み

出し、記録データを見たり分析のためにデータを共有したりと、簡単にどの計測地点でも

行うことができます。HOBOconnect にて、参照水位の設定や水の流体密度の設定、8 種類

以上の記録間隔の設定、記録の統計データ、特定の値でのアラーム設定、特定の値を超え

た場合、下回った場合に記録間隔を変えて計測するバーストロギングモードなどを行うこ

とができます。このロガーはセラミックの圧力センサー・耐久性のあるハウジング、直接

水位の値を読み出すことができるよう、ロガー内部に大気圧補正用の大気圧センサーを内

蔵しています。また既設の井戸などに使用できるウェルキャップ(Well Cap)をオプション

で販売しています。煩雑なメンテナンスの必要があるベント管や乾燥材の交換が要らない

為、取り扱いがし易く、水位の研究調査に理想的なツールとなっています。 

＜仕様＞ 

圧力センサー(絶対圧) MX2001-01-SS-S, MX2001-01-Ti-S 

計測範囲 0～207kPa 

0～9m(海抜 0m) 

0～12m(海抜 3,000m) 

工場キャリブレーション範囲 69～207kPa, 0℃～40℃ 

破損圧 310 kPa;約 18m深度 

精度(代表的エラー) (※1) ±0.05%FS、0.5cm 水位 

精度(最大エラー) (※1) ±0.1%FS、1.0cm水位 

精度(絶対圧) (※2) ±0.3%FS、0.62kPa 最大エラー 

分解能 <0.02kPa、0.21cm 水位 

圧力応答時間(90%) (※3) 1 秒 

圧力センサー(絶対圧) MX2001-02-SS-S 

計測範囲 0～400kPa 

0～30.6m(海抜 0m) 

0～33.6m(海抜 3,000m) 

工場キャリブレーション範囲 69～400kPa, 0℃～40℃ 

破損圧 500 kPa;約 40.8m 深度 

精度(代表的エラー) (※1) ±0.05%FS、1.5cm 水位 

精度(最大エラー) (※1) ±0.1%FS、3.0cm水位 

精度(絶対圧) (※2) ±0.3%FS、1.20kPa 最大エラー 

分解能 <0.04kPa、0.41cm 水位 

圧力応答時間(90%) (※3) 1 秒 

圧力センサー(絶対圧) MX2001-03-SS-S 

計測範囲 0～850kPa 

0～76.5m(海抜 0m) 

0～79.5m(海抜 3,000m) 

工場キャリブレーション範囲 69～850kPa, 0℃～40℃ 

破損圧 1200 kPa;約 112m 深度 

精度(代表的エラー) (※1) ±0.05%FS、3.8cm 水位 

精度(最大エラー) (※1) ±0.1%FS、7.6cm水位 

精度(絶対圧) (※2) ±0.3%FS、2.55kPa 最大エラー 

分解能 <0.085kPa、0.87cm 水位 

 

 
HOBO MX Water Level Logger 

モデル 
• MX2001-01-SS(9m ステンタイプ) 
• MX2001-01 -Ti (9m チタンタイプ) 

 
• MX2001-02-SS(30m ステンタイプ) 

 
• MX2001-03-SS(76m ステンタイプ) 

 
• MX2001-04-SS(4m ステンタイプ) 
• MX2001-04-Ti (4m チタンタイプ) 

 
※全モデルともセンサーエンド 
(MX2001-0x-SS-S または MX2001-
0x-Ti-S)とトップエンド(MX2001-
TOP)を含みます。 

同梱アイテム 
• 1.5V 単 3 電池 ×2 本 
• 指定の長さのケーブル(別売)で接

続するトップエンドとセンサー

エンド 

必要動作環境・アイテム 
• HOBOconnect 
• iOS または Android ベースのモバ

イル端末 

アクセサリー 
• ウェルキャップ(WELL-CAP-01) 
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圧力応答時間(90%) (※3) 1 秒 

圧力センサー(絶対圧) MX2001-04-SS-S, MX2001-04-Ti-S 

計測範囲 0～145kPa 

0～4m(海抜 0m) 

0～7m(海抜 3,000m) 

工場キャリブレーション範囲 69～145kPa, 0℃～40℃ 

破損圧 310 kPa;約 18m深度 

精度(代表的エラー) (※1) ±0.05%FS、0.3cm 水位 

精度(最大エラー) (※1) ±0.1%FS、0.6cm水位 

精度(絶対圧) (※2) ±0.3%FS、0.43kPa 最大エラー 

分解能 <0.014kPa、0.14cm 水位 

圧力応答時間(90%) (※3) 1 秒 

大気圧センサー(MX2001-TOP) 

計測範囲 66～107kPa 

温度キャリブレーション範囲 -20℃～50℃ 

精度(代表的エラー) ±0.075%FS、0.3cm 水位 

精度(最大エラー) ±0.15%FS、0.6cm 水位 

分解能 <0.01kPa 

圧力応答時間 (※3) 1 秒 

ドリフト 0.01℃/年 

ロガー 

計測範囲 -20℃～50℃ 

電波強度 1mW 

通信伝送範囲 約 30.5m 

ワイヤレスデータ規格 Bluetooth Low Energy(Bluetooth Smart) 

記録間隔 1 秒から 18 時間 

計測モード 固定インターバル、8 個までのユーザー定義複数インタ

ーバル、バーストインターバル 

記録モード 記録容量が一杯になった時に上書き・停止 

スタートモード 即時スタート・日付指定・インターバル時 

ストップモード メモリ満載時･停止操作時･日付指定･一定期間経過後 

時間精度 ±1分/月 

バッテリー 1.5V単 3 アルカリ電池 ×2 本 

バッテリー寿命 1 分以上のインターバルにて約 1年。 

統計データやインターバル間隔の短い計測、バーストロ

ギングモード、頻繁な読み出し、詳細情報をこまめに確

認する、タブレットとの通信を頻繁にするなどを行うと

バッテリーの寿命が早くなります。 

メモリ 256KB(最大 30,000サンプル記録可能) 

フルメモリーダウンロード時間 約 2 分 

寸法 トップエンド：2.54cm 径 x 28.9cm 長 (取付孔 7.6m 径) 

センサーエンド(MX2001-0x-SS-S, 0x-Ti-s)：2.54cm 径

x 9.91cm 長 

 

※ウォーターレベルケーブル(CABLE-DR-XX)の長さの誤

差は±3%です。オーダーしたケーブルの長さに、38.8cm

を加えた長さが設置時の全長になります。 

重さ トップエンド：約 136g（大気中） 
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ステンレスセンサーエンド(MX2001-0x-SS-S)： 

106g（大気中）、53.9g（水中） 

チタニウムセンサーエンド(MX2001-0x-Ti-s)： 

80g（大気中）、37g（水中） 

材質 トップエンド：PVC ハウジング、ポリカーボネートエン

ドキャップ、Viton O リング 

ステンレスセンサーエンド(MX2001-0x-SS-S)：アセター

ル樹脂ハウジング、Viton,Buna-N O リング、スチールエ

ンドキャップにセラミックセンサー内蔵 

チタニウムセンサーエンド：アセタール樹脂ハウジン

グ、Viton,Buna-N Oリング、チタニウムエンドキャップ

にセラミックセンサーを内蔵 

ケーブル(CABLE-DR-XXX)：ポリカーボネートエンドキャ

ップ、PVCエンドキャップ、ポリカーボネットナット、

Viton O リング、ポリウレタンジャケット 

環境レーティング NEMA6, IP67(トップエンド) 

CE マーク このマークはヨーロッパ連合の規格に適応しています。 

技術適合証明マーク 最後のページを参照してください。 

 

            ※1：水位精度：正確な参照水位、水質の流体密度、水温などの環境情報が必要になります。 

                     水位精度は大気圧の水位精度とセンサーエンドの水位精度を加算したものになります。 

                  ※2：生値精度：絶対圧センサ精度はセンサードリフト・温度・ヒステレシス誤差を含みます。 

                  ※3：温度による変化：水の中にて 20 分ほど圧力センサーの温度補償を得る為、時間がかかります。 

                     急速な温度変化により最大 0.5％の誤差が生じることがあります。計測精度は温度の応答時間 

                     によっても変化します。 

＜ロガーの構成品と操作＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

MX 水位ロガーは「トップエンド」と「センサーエンド」を「ケーブル」で

接続したもので構成されています。この 3 つの構成品はスマートフォンや

タブレット端末にインストールした HOBOconnect にワイヤレスでデータを

転送する時に機能します。下記はこの構成品の解説になります。 

＜トップエンド＞ここには Bluetooth のワイヤレスコミュニケーション機

器とバッテリーが格納されています。エンドキャップの取付穴を使って、

井戸上部から吊り下げることができます（ロガーを使用するの項目を参照

してください）。 

＜センサーエンド＞この部分で水中の圧力や水温を測定します。先端のノ

ーズコーンには圧力センサーと本体内部には温度センサーが格納されてい

ます。 

＜ロガーケーブル＞トップエンドとセンサーエンドをつなぐケーブルです。

センサーで計測したデータはケーブルを通してトップエンドへ転送・記録

され、後にモバイル端末でデータ回収ができます。 

＜バッテリーホルダ＞単 3 電池 2 本を格納するバッテリーホルダ。 

＜パスワードリセットボタン＞バッテリーホルダの中間にあるボタン。押

すとパスワードがリセットされます。 

＜LED＞トップエンドのエンドキャップを外すと基板上の LED が確認でき

ます。LED は、計測記録時には毎秒、タイマースタート待機時には 8 秒に

1 回点滅します。また、パスワードリセットボタンを押した時は 1 回点滅

し、バッテリーを装着した時には複数回短く点滅します。 

水位ロガーケーブル 

トップエンド 

 

センサーエンド 

圧力センサー(内部) 

エンドキャップ（取付孔） 

温度センサー(内部) 

 

 

グラフ A：温度精度と分解能 

 

トップエンド分解図 

パスワードリセット

ボタン 

LED 

バッテリーホルダ 
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この 3 つの構成品は同時に使用します。ロガーを設定、データ回収する際

はモバイル端末を使用して無線通信で行うため、ロガーを地上まで引き上

げる必要がありません。 

＜工場での校正＞ 

各々のロガー内圧力センサーは個々に校正されています。 

校正の間、校正範囲内(仕様欄「工場キャリブレーション範囲」参照)のあ

らゆる圧力と温度下で圧力データを取得します。取得されたデータはロガ

ーのメモリに蓄積され、校正係数が得られます。そしてその校正係数が、

校正範囲内の仕様精度に合致しているかどうかチェックされます。 

圧力センサーは校正範囲外の圧力や温度でも使用できますが精度保証はあ

りません。 

 

＜ロガーの設定＞ 

ここではロガーの設定手順を紹介します。手順 1 から 4 を完了した後、ロ

ガーを実際に使用する前に、手順 5 から 12 で動作テストすることをお勧

めします。 

 

 

 

 

1. トップエンドの中にバッテリーを装着。詳細はバッテリーの項目を

参照してください。 

2. ロガーの構成品を接続。ケーブルを使用し、下図のようにトップエ

ンドとセンサーエンドを接続します。下図の通り、筐体カバーハウ

ジングの長いほうがトップエンドに接続する側のハウジングになり

ます。 

 

 

3. HOBOconnect をダウンロード。App Store または Google Play にて

HOBOconnect アプリをスマートフォンやタブレットのモバイル端末

にダウンロードします。 

4. HOBOconnect を起動。お手持ちの端末の Bluetooth 設定を有効にし

ます。 

5. 範囲内のロガーの設定。HOBOconnect の画面下段にある「デバイ

ス」をタップします。通信範囲内にあるロガーはアプリのリストに

て確認することができます（HOBOconnect で表示されるシリアルナ

ンバーはロガーのトップエンド部分にあります）。もし、このリス

ト上にロガーが現れない場合には、ロガーが通信端末の電波到達範

囲の中にあるかを確認してください。ロガーが停止している時は、

センサーの読値は"--"で表示されます。 

6. ロガーの設置。ロガーを設置する準備ができたら、設置場所にロガ

ーを設置します（ロガーの設置の項目を参照）。もしくは、動作テ

ストの場合は、この項目をスキップして後述の手順を完了してくだ

さい。 

7. ロガーに接続。HOBOconnect 上のリストに表示されたロガーにタッ

プをして接続します。接続については以下を参照してください。 

 ロガーがモバイル端末の通信範囲内にあることを確認します。

通信範囲は障害物を除く約 30m 以内です。 

 通信が途切れる場合は、見通せる範囲でなるべくロガーに近づ

きます。 

 ロガーが HOBOconnect 画面上にリストされているにもかかわら

ず接続できない場合は、一旦 HOBOconnect を閉じ、端末を再起

動してください。 

8. ロガーの設定。ロガーと接続したら  をタップして設定をします。 

9. 参照水位と水の流体密度を設定。 

a 設定画面にて、「基準水位」をタップし、現在の水位の値をメ

ートルにて入力します。水位が参照点よりも下方にある場合に

は、負の値（マイナス値）を入力します。入力した参照水位レ

ベルはスタート（手順 12）をタップしたデータ点から水位デー

タを正しく決定する為に関連付けされます。 

b 「流体密度」をタップし、設置場所の水質から流体密度を選択

します。または独自に流体密度値を手動入力します。 

c 「保存」をタップし、設定画面に戻ります。 

10. センサーを有効にする。「設定画面」を下にスクロールし、センサ

ーを有効にします。「差圧」は水位を計算する際に必要になるため

必ず有効にします。 

「温度」は絶対圧の記録や、流体密度の選択で「温度について調整

された淡水密度」を選択した場合には必要となるため、必ず有効に

します。 

11. その他のロガーの設定。その他のロガーの設定を選択します。以下

の表は、設定項目の概要を説明しています。詳細については

HOBOconnect のユーザーズガイドも参照ください。 

 

Logger Settings Action 

名前 ロガーの計測名称を入力することができます

(半角英数字で入力)。名前はファイル名になり

ます。何も入力しない場合はロガーのシリアル

ナンバーになります。 

グループ 

 

ロガーをお気に入りのグループに登録する場合

や任意のグループに登録することができます。 

ロギングインターバル 計測記録する間隔を選択します。データの読み

出しの時間は記録されたデータの量に比例しま

す。記録間隔が短い場合、その分記録されるデ

ータ量が多くなり、読み出す際の時間が多くか

かることがあります。 

 

マルチロギングインターバルの場合： 

最大で 8 種類の記録間隔にて計測することがで

きます。設定画面で「ロギングインターバル」

をタップし、「追加」をクリックすることで記

録間隔を新たに追加することができます。追加

した記録間隔で記録したいサンプル数などを設

定し、「保存」をタップします。 

記録の開始 ＜以下から開始方法を選択します。＞ 

 現在(上記の現在時刻)：開始を選択して

から 15 秒後に計測記録を開始します。 

 次のロギングインターバル：設定した計

測インターバルに応じた次回の計測時刻

(正時)からスタートします(たとえば 12

時 12 分に 10 分間隔で設定した場合は、

12 時 20 分からの開始となります)。 

 日付/時刻指定：設定した日時から開始

します。 

全て選択したら「保存」をタップ。 

記録の停止 ＜メモリオプションを選択＞ 

 メモリがいっぱいになるまで：メモリが

一杯になった時点で計測記録が停止。 

 停止しない(いっぱいになったら上書

き)：メモリが一杯になったら、最も古

いデータから消去して新しいデータを上

書きします(上書きモード)。バーストロ

ギングモードに設定しているときは上書

きモードを選択できません(バーストロ

ギングの項目参照)。 

 

 

重要：センサーの破損圧を超える事がないように注意してください。 

重要：ロガーを組み立てる際やケーブルを接続する時、O リングや筐体

側の O リング接続部分に付着物がついていないことを確認してくださ

い。付着物があると、漏れなどを起こし、値をうまく読むことができま

せん。 

ケーブルの長いハウジ

ング側をトップエンド

につなぎきつく締めま

す（手締め）。 

ケーブルの小さいハウ

ジング側をセンサーに

つなぎきつく締めます

（手締めです）。 
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＜停止方法を選択＞ 

 実行しない.；ロガーを停止する時間を

あらかじめ設定しない場合に選択しま

す。 

 日付/時刻指定：ロガーを希望の日時に

停止したい場合に選択。 

 記録後：スタート後、何日間計測したい

か決まっているような場合に選択しま

す。計測記録を行いたい日数などを選

択。たとえば、30 日と設定した場合

は、ロガーが計測記録を開始して 30 日

後に停止します。 

全て選択したら「保存」をタップ。 

記録モード ＜以下から記録モードを選択します。＞      

 固定記録モード：ロガーは通常の記録間

隔でチェックしたすべてのセンサー項目

を収集・記録します。 

 統計：統計的に必要な、最大値、最小

値、平均値、標準偏差といったデータ

を、設定した記録インターバルで取得す

ることが出来ます。統計モードは水位や

大気圧データには使用できません。詳細

は統計モードの項目を参照してくださ

い。 

 バーストロギングモード：計測値が設定

した特定の条件になると、当初の記録イ

ンターバルとは異なるインターバルで記

録をします。詳細はバーストロギングの

項目を参照してください。 

センサーおよびアラー

ムセットアップ 

手順 10 でセンサーを有効にするとアラームを

設定することができます。後述アラームの設定

を参照ください。 

 

12. ロガーをスタート。  をタップすると、ロガーは設定した情報を

元に記録をしていきます。記録が開始された後は、記録したデータ

をいつでも読み出すことができます（詳細はロガーの読み出しの項

目を参照してください）。参照水位や流体密度の項目は必要に応じ

て計測中に更新することもできます（参照水位や流体密度の更新の

項目を参照してください）。 

 ロガーをストップした後、ロガーに接続している時に表示される水

位の値は、入力した水位や流体密度を反映していませんので注意し

てください(参照水位が 0 に戻り、流体密度は「温度について調整

された淡水密度」に戻ります)。再度計測を開始すると、

HOBOconnect での読み値は参照水位や入力した流体密度値を元に表

示されます。 

 ロガーを計測中でありながら新しい地点に設置したい場合には、ロ

ガーは現在の水位の読み値を記録したままで、新しい設置点でも、

初期の参照値を使用してしまいます。 

 ロガーを接続すると下記操作が行えます。 

Tap this To do this: 

 計測開始時に計測条件を選択しロガーにロードします。 

 ロガーからデータをダウンロードします。 

 ロガーをスタートまたは再スタートします(選択した計測条

件によります)。 

 ロガーを停止します(設定時の停止設定は反映されなくなり

ます)。 

 設定した端末以外の端末がロガーにアクセスしようとした

ときのパスワードを設定します。パスワードをリセットす

るには、ロガーの上下ボタンを 10 秒間同時押しするか、 

をタップしてリセットを選択します。 

 ロガーをお気に入りに登録します。複数のロガーが

表示されている際にお気に入りのロガーだけをフィ

ルタにかけることができます。 

 ロガーのファームウェアをアップデートします。フ

ァームウェアアップうデートの前に自動的にデータ

の読み出しを行います。 

重要: ファームウェアのアップデートを行う前

に、バッテリー残量が少なくとも 30%以上あるか

どうか確認してください。アップデート中はロガ

ーとの接続が必要となるので、十分に時間がある

ときに行ってください。 

 

＜ロガーの設置＞ 

 
ロガーはあらゆる環境で簡単に設置できるよう設計されています。ロガー

には絶対圧センサーと大気圧センサーがついており、ベントチューブは不

要です。ロガーを設置する際は、以下のガイドラインを参照してください。 

 
[ロガーを井戸へ設置する場合] 

HOBO MX2001 ロガーのトップエンド（MX2001-TOP）は IP67 定格です。一

定の耐候性はあるものの、完全防水ではなく、継続的な湿度飽和環境には

対応していません。 

このロガーには、気圧補正および水位データ計算用の内部気圧センサーが

含まれています。疎水性の膜を備えたベントがあり、ロガーは水を入れず

に気圧を感知できます。 

ベントは最大 1 メートルの深さまで、水の侵入を短時間防止します。 た

だし、ベントが 30 分を超えて水没しないようにする必要があります。 

ベントの膜はほとんどの水分を遮断しますが、これらのロガーを継続的に

飽和度の高い井戸環境に配置すると、最終的にロガー内に結露が発生する

可能性があります。 これは、直射日光の当たる井戸やロガーに近い浅い

地下水面など、極端な温度サイクルによってさらに悪化する可能性があり

ます。 

トップエンドとその周辺の結露を最小限に抑えるには、適度の空気の流れ

が必要です。 

通常の屋外湿度レベルの井戸の場合、井戸キャップの側面に小さな穴を開

けて、井戸の内側と外側の圧力が均衡になるようにします。ウェルキャッ

プ (WELL-CAP-01) を使用することもできます。 

中程度の湿度レベルの井戸の場合は、次の 2 つのオプションのいずれかに

従ってください。 

 

 必要に応じて延長パイプを使用して、通風用の穴を追ます。 

 トップエンドを井戸の外（直射日光の当たらない場所）に配置し

ます。 

 

高湿度が長時間続く井戸の場合、上端部の気圧計ベントを井戸の高湿度か

ら隔離する必要があります。これを行うには 2 つの方法があります。 

 

 トップエンドを井戸の外側に取り付け、直射日光が当たらない日

陰であることを確認します（直射日光による極端な温度は精度を

低下させます）。 ロガーを直径 5cm の井戸に配置する場合は、

ウェルキャップを使用してセンサーケーブルを井戸から配線し、

センサーを井戸に吊り下げます。 

 付属のゴムグロメットを直径 5cm の井戸で使用します。次の例に

示すように、ゴム製グロメットを使用してトップエンドの上部を

分離し、グロメットの上に換気エリアを追加します。グロメット

は、湿気を防ぐために十分きつくはまっている必要があります。

通風を可能にするために穴を追加します。 上部セクションに入

る水を排出するために、グロメットの真上に、パイプの周囲 90 

度で直径 3mm 以上の穴を 4 つ開けます。 
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10.0mm 

水位計測の際、

センサー部分は

水に浸ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井戸を密閉したままにする必要がある場合、または継続的な飽和環境を回

避する方法がない場合は、HOBO U20 または U20L 水位ロガーなどの非通気

型水位ロガーを使用してください。 

さらに、ロガーを井戸に配置するときは次のガイドラインに従ってくださ

い。 

 水が溜まらないようにロガーを垂直に吊るし、ウェルキャップの

ベント穴がロガーの上端のベントの真上に向いていないことを確

認してください。ロガーを斜めに取り付ける必要がある場合は、

水が流れ出るように上端の通気孔を下に向けます。 

 通気孔ではなく、井戸上部にロガーを吊り下げるために使われる

取り付けねじ用溝を使用すると、測定現場でナットを外すことな

く井戸からロガーを簡単に引き上げることができます。これによ

り、小さな部品を水中に落として紛失するリスクが低減されます。 

 ロガーを湖、河川、または小川に配置する場合は、ロガー、セン

サー、ケーブルを保護するためにまず、静止筒を構築する必要が

あります。シンプルな静止筒は、PVC 製や ABS 製のパイプを使っ

て構築できます。適切に構築された静止筒はセンサーをしっかり

と固定し、ロガーコンポーネントを潮、波、破片などから保護し

ます。センサー端を静止筒に吊り下げると、底で沈泥に埋まるこ

となくセンサーを常に水中に浸けておくことができます。 

 

[一般的なガイドライン] 

 絶対圧センサーは 0℃から 40℃の間で、大気圧センサーは-20℃か

ら 50℃の間にて温度補正されます。より良い精度で計測するため、

参照水位を入力する前に、センサーエンドとトップエンドを 20 分

程度観測地点に置いて、センサー周囲の温度と均衡になるようにし

ます。 

 急激な温度変化は避けてください。 

 センサーエンドのノーズコーンの内部に圧力センサーがあります。

水位計測を行うには、センサー部分が水に浸かっている必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップエンドの上部には大気圧センサーのための通気孔があります。この

通気孔は水を流入させず、正しい圧力値の計測を可能にします。水の流入

を防ぐため、ロガーを垂直に吊るし、ウェルキャップの通気孔をトップエ

ンドの通気孔に向けないようにします。ロガーがななめに吊るされた場合、

トップエンドの通気孔は水が外に流れ出るように下向きにします。 

 井戸の最上部の取付ボルトの固定に、穴よりも溝を使用するとロガ

ーを簡単に引き上げることができ、地上にてナットをはずす必要が

ありません。こうすることで小さな部品類を井戸などに落とし紛失

する事などが減ります。 

 ロガーのケーブルの長さが変わると、その変わった長さに対応して、

正確でない計測値を返します。設置した時にはケーブルを軽く引っ

張ることでこれ以上伸縮しないことを必ず確認してください 

 トップエンドは地上に近い場所に設置する必要があり、手持ちの通

信端末で通信するため、金属で覆わないようにしてください。見通

しのいい状況にて最長の通信範囲は 30m になります。 

 ロガーを湖、河川、小川などで使用する際には、観測筒を作り、ロ

ガーやセンサーケーブルなどを保護する必要があります。シンプル

な観測筒としては PVC や ABS 樹脂でのパイプ管が一般的です。正し

く設置された観測筒によって、センサーを正しい位置で留める事が

でき、ロガーの構成品を激しい流れや波の衝撃、付着物堆積物から

保護します。センサーエンドを支えることで、常に地下水の中にセ

ンサーがあるようにすることができますが、堆積物で埋まってしま

うため、底での固定は避けてください。 

 センサー部分が流れによって動いてしまうことを防ぎ、サポートケ

ーブルを計測中に正しくまっすぐにするため、支えるケーブルに、

センサーの上もしくは下のところに重りを置くことを推奨します。

重りをつけ、かつ、観測孔を使用するのがベストです。 

 センサーの破損圧を超えないよう注意してください。圧力センサー

は、計測中は一定の水深に設置する必要がありますが、破損圧を超

過すると壊れてしまいます（破損圧については仕様参照）。 

ロガーを設置する手順は以下の通りとなります。 

1. 「ロガーの設定」の項目の様に、トップエンドとセンサーエンドを

リードケーブルで接続します。 

2. 計測地点で小部品（ボルト・ねじなど）をなくさないよう、計測地

点に行く前に取り付けておきます。 

3. 井戸や観測筒の中にロガーを下げ入れていきます。 

4. 観測井戸の直径が 5cm である場合には、ウェルキャップを使用しま

す。それ以外では 1/4 インチ径ボルトを使用し、下記のように取り

付けます。 

 トップエンドは通信状況を良くするため、必ずどのほかの金属

部よりも上に突出している必要があります。 

 井戸の中の水位を計るためのアクセスがある事を確認してくだ

さい。ウェルキャップを使用する際には、水位メーターのセン

サーを井戸の中に入れるために、ロガーのトップエンドを井戸

の外に引き上げる必要があります。 

 ロガーが井戸の中に落ちないようにしてください。 

 ケーブルが長すぎる場合、ケーブルをループ状にして、複数の

結束バンドなどで固定し、ループ状のケーブルが解けないよう

気圧ベント 

取り付けボルト 

トップエンド 

塩化ビニルパイプ 

グロメット 

通風/排水用の穴 

(グロメット真上位置) 
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にしてください。ループ状になったケーブルは引っ張られた時

に、簡単に引っ張られる程度のきつさの固定にしてください。

1.25cm 径よりも小さい周径でケーブルを束ねるとケーブルにダ

メージを与える可能性があります。 

5. 参照地点（パイプの頂点・地上面・海水面など）から水位を計測し、

HOBOconnect に値を入力します。水位を計測するために、井戸の外

にトップエンドを引き上げる必要がある場合があります。参照水位

の決定には次の項目を参照してください。 

 正確さを期すために、水の中でロガーの温度が均衡な状態にな

るよう、ロガーを設置して 20 分程度待ちます。 

 観測井戸が小さい径のため、ロガーを設置した状態で参照水位

の実測をするのが難しいといった場合には、ロガーを設置する

前に実測し、その後ロガーをすぐに設置します。 

 下図のように、水面が参照ポイントよりも下の場合、

HOBOconnect への参照水位の入力は負の値（マイナス値）を入

力します。 

 

 

 

 

 

 下図のように、水面が参照ポイントよりも上の場合、

HOBOconnect への参照水位の入力は正の値（プラス値）を入力

します。 

 

 

 

 

 

 下図のように、センサーを参照水位として使用している場合、

HOBOconnect への参照水位の入力は"0"を入力し、センサーエン

ドを水に入れる前に計測をスタートします。記録される水位読

み値はセンサーの上の高さを表すことになります。 

 

 

 

 

 

＜アラームの設定＞ 
センサーの値があらかじめ設定した値を超えたときにアラーム表示を出す

ことができます。アラームを設定するには、 

 

1. 「デバイス」をタップし、リストよりロガーをタップして接続しま

す。そして、  をタップします。 

2. 水位アラームを設定する場合には、設定前に、参照水位と水の流体

密度を入力する必要があります。 

3. センサーとアラームのセットアップにて、アラームを設定したいセ

ンサーをタップします。水位アラームを設定する場合には「差圧」

をタップし、温度アラームを設定する場合には「温度」をタップし

ます。絶対圧にはアラームは設定できません。 

備考：水位アラーム設定するには記録モードは「固定記録モード」

にする必要があります。  

4. センサーの値が任意に設定した値よりも上昇した場合にアラームを

発動する場合は、「高」をタップし、テキストボックスに値を入力

するか、スライダーアイコンをドラッグします。水位を設定した場

合、アラームを発動する限界の水位値を入力します。 

5. センサーの値が任意に設定した値よりも下回った場合にアラームを

発動する場合は、「低」をタップし、テキストボックスに値を入力

するか、スライダーアイコンをドラッグします。 

6. 「期間」には、アラームが発動するまでの継続時間をセットします。 

7. アラームが発動する条件として、「積算サンプル」 か「連続サン

プル」を選択します。「積算サンプル」を選択した場合、設定閾値

を外れた時間が積算で手順 6 で設定した時間とイコールになった場

合にアラームが発動します。「連続サンプル」を選択した場合は、

設定閾値を外れた時間が連続で手順 6 で設定した時間とイコールに

なった場合にアラームが発動します。 

例えば、温度の「高」アラームを 25℃に、「期間」を 30 秒に設定

して「積算サンプル」を選択すると、ロガーが作動してから積算で

30 秒間 25℃以上の状態が生じた時にアラームが発動します。「連

続サンプル」を選択した場合は、連続して 30 秒間 25℃以上の状態

が続いた場合にアラームが発動します。 

8. 「保存」をタップし、必要に応じて、手順 3 から 7 を他のセンサー

にも繰り返します。 

9. 設定画面に戻り、  をタップします。 

備考: 

• 「高」と「低」のアラーム設定値について、実際の値はロガーの性

能・精度によって、最も近い値に設定されています。センサーの示

す値がアラーム付近で、ロガーの分解能の範囲内で動いている場合

は、アラームは発動したり解除したりすることがあります。 

アラームを表示するきっかけとなる値は、設定で入力した値と少し

異なる場合があります 

• 水位アラームを設定した際、アラーム値を設定した時からロガーを

計測開始するまでの間、水位が変化していないことを確認してくだ

さい。 

• 設置中に参照水位を変更する場合には、アラームの設定値を新しい

参照水位に基づいて再入力する必要があります。  

• アラームアイコンはHOBOconnect画面のロガーの名前、シリアルナ

ンバーの隣に、アラームが発動した場合に現れます。 

• 一度アラームの状態が解除されると、HOBOconnect上に表示されて

いたアラームの表示は消えます。 

• ロガーを読み出す時にアラームイベントがデータファイル内のグラ

フに表示されます。内部イベント記録についての項目を参照してく

ださい。 

＜バーストロギング＞ 
バーストロギングはセンサーの値が設定した閾値から外れた場合に、より

頻繁に記録をするように設定できる記録モードです。 

5 分間隔のインターバルで記録し、水温が 25℃以上(高)、10℃以下(低)に

なった場合に、バーストロギングを 30 秒間隔に設定する等の設定をする

ことが出来ます。 

上の例であれば、水温が 10℃から 25℃の間にある限りは、ロガーは 5 分

毎に記録を取ります。水温が 25℃以上になった場合に、ロガーは 30 秒ご

とに記録を取り始め、水温が 25℃以下に戻るまで 30 秒ピッチで記録を取

り続けます。10℃から 25℃の範囲内に数値が戻ると、また 5 分毎のノーマ

ルモードの記録間隔になります。同様に、水温が 10℃以下になった場合、

ロガーは同じくバーストロギングモードに入り、30 秒間隔で記録を取り始

観測井戸 

マイナス値で入力 

参照ポイント 

観測井戸 

センサーを水中に

入れる前に参照水

位に「0」と入力 

読値はセンサー

から上の水面ま

での高さを表す 

参照ポイント(センサー位置) 

参照ポイント 

マイナス値で入力 

観測井戸 
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めます。水温が 10℃以上に戻れば、ロガーはノーマルモードの 5 分毎の記

録間隔に戻ります。 

備考：センサーアラーム、統計モード、メモリー満載時に上書きする機能

はバーストロギングモードでは使用できません。 

 

バーストロギングの設定手順 

1. 「デバイス」をタップし、リストよりロガーをタップして接続

します。そして、  をタップします。 

2. 水位に関してバーストモードを設定する場合には、設定前に、

参照水位と水の流体密度を入力する必要があります。 

3. 「記録モード」をタップし、「バーストロギングモード」をタ

ップします。 

4. センサーの値が設定した特定の値より上昇した際にバーストロ

ギング機能を設定したい場合は、「高」のチェックボックスを

タップし、値を直接入力するか、スライダーをドラッグして設

定します。水位に関してのバーストロギングの設定をした場合

には限界値を設定します。 

5. センサーの値が設定した特定の値を下回った際にバーストロギ

ング機能を設定したい場合は、「低」のチェックボックスをタ

ップし、値を直接入力するかスライダーをドラッグして設定し

ます。 

6. バーストロギングインターバルを設定します。このインターバ

ルは通常の記録インターバルよりも短く設定する必要がありま

す。バーストロギングの計測間隔が短くなるほど、バッテリー

寿命やメモリの連続計測可能時間に影響を与えることを考慮に

入れてください。 

7. 設定内容を確認し、「保存」をタップします。 

8.   をタップします。 

 

備考: 

• ロガーが計測を開始すると、アラーム値については 15 秒ごとに内

部でチェックされます。従って、記録間隔を 15 秒よりも短く設定

し、センサーの値が設定値域よりも下回った場合でも、バーストロ

ギングは次の 15 秒の更新サイクルまでは行われません。 

• 高/低の閾値をセンサー1 つ以上で設定している場合、バーストロ

ギングは高/低の設定閾値が範囲外になった時に始まります。しか

し、全てのセンサーの値が設定閾値内に戻らないとバーストロギン

グは終わりません。 

• バーストロギングの実際の値は、ロガーの性能上、近似値で設定さ

れています。 

• 水位レベルをバーストモードで設定する際、バーストモード設定時

からロガーの計測開始時まで水位レベルが変動していないことを確

認してください。 

• 設置中に参照水位を変更する場合、バーストモードの設定を新しい

参照水位に基づいて再入力する必要があります。 

• バーストロギングモードの値付近で、ロガーが分解能の範囲内で値

を取得している場合は、バーストロギングになったり通常モードに

戻ったりを頻繁にする事があります。バーストロギングになるきっ

かけの値は、設定で入力した値と少し異なる場合があります。 

• 「高」や「低」を超えていた値が設定閾値内に戻ると、記録インタ

ーバルはバーストロギングモード終了時から再度計算されます。た

とえば、10 分間隔で計測記録を行っていて 9 時 5 分に計測記録が

されていた場合、通常は次回の計測記録が 9 時 15 分になります。

しかし、9 時 6 分に指定した閾値を越えてバーストロギングモード

に入り 9 時 12 分に閾値内に戻って終了した場合、9 時 12 分から通

常モードになるので、次回の計測記録は 9 時 22 分になります。バ

ーストロギングモードが起こらなかった場合には次のデータポイン

トは 9 時 15 分になります。 

• ロガーがバーストロギングモードになったか、解除され通常モード

になったか等のイベントデータは、その時の時刻と共にグラフに表

示されます。(Plot Setup ウィンドウのグラフ表示の選択のところ

で、イベントについて選択した場合)  

 

 

 

 

 

＜統計モード＞ 
統計モードは記録している時の最大値、最小値、平均値、標準偏差を計算

するモードです。1 つのセンサーにつき 4 つの追加的なグラフを表示する

ことが出来ます。 

• 採取サンプル値の最大値、最高値 

• 採取サンプル値の最小値、最低値 

• 採取サンプル値全てにおける平均値 

• 採取サンプル値全ての平均値に基づく標準偏差 

 

例えば、絶対圧・差圧・水温を計測し、記録間隔は 5 分、サンプリングイ

ンターバルは 30 秒とします(最大、最小、平均、標準偏差を設定します)。 

記録を開始すると、ロガーは絶対圧・差圧・水温の値を 5 分ごとに計測し、

水位や大気圧を計算していきます。それに加え、ロガーは絶対圧・差圧・

水温のサンプルを 30 秒ごとに取り、一時的なデータメモリに記録します。 

ロガーは 5 分間(30 秒ごと)に取得したデータから最大値、最小値、平均値、

標準偏差を算出し、その数値を記録します。ロガーのデータを読み出した

時、この例では 17 個のデータグラフができます（元データより派生した

データや表などは含みません） 

5 つのセンサーのグラフ（差圧・絶対圧・大気圧・水温・水位）と 12 の最

大値、最小値、平均値、標準偏差のグラフが作成されます（4 つは差圧用、

4 つは絶対圧用、4 つは水温用です。これらは 30 秒のサンプリングに基づ

き作成され、5 分ごとにロガーに記録されます）。 

 

統計モード(statistics)の設定手順 

1. 「デバイス」をタップし、リストよりロガーをタップして接続しま

す。そして、  をタップします。 

2. 「記録モード」をタップして「固定記録モード」を選択します。 

3. 通常のロギングインターバルでの計測値を記録するため、「通常」

のチェックボックスにチェックを入れます。 

 

 

4. 記録している際に算出したい、最大(値)、最小（値）、平均（値）、

標準偏差といった統計項目をタップしてチェックを入れていきます。

平均値は標準偏差を選択した際には自動的に選択されます。統計項

目は全てのセンサーに適用され、計算されます(バッテリーの電圧

は除く)。記録する統計情報を増やすと、ロガーの計測可能時間が

短くなり、メモリ容量も必要になります。 

5. 統計サンプリング間隔をタップして、統計値を算出するためのサン

プリングインターバルを設定します。サンプリングインターバルは

必ずロギングインターバルより短い間隔で設定します。ロギングイ

ンターバルを 1 分、サンプリングインターバルを 5 秒で設定した場

合、ロギングインターバル 1 分の間に抽出した 12 サンプルを元に

統計値を算出して 1 分ごとに記録します。サンプリングインターバ

ルが短いほど、バッテリー寿命は短くなります。 

6. 「保存」をタップします。 

7.   をタップします。 

統計値は、データを読み出すことでグラフ化されて確認できます。ロ

ガーが停止している場合でも、HOBOconnect 上では現在の数値を表示し

ます。 

＜参照水位と水の流体密度の更新＞ 

ロガーは HOBOconnect で設定した参照水位や水の流体密度などを元にデー

タを計算します。これらの設定は設置中に更新する必要があります。参照

水位と水の流体密度の更新は以下の様に行います。 

 参照水位はドリフト値の補償のため(詳細はドリフト値の補償を参

照)、または 30 メートルよりも長い水位ロガーケーブルを使用して

いる場合の伸縮などの補償のため、調整する必要があります。長い

ケーブルを使用した計測において、設置してから最初の 2 ヶ月程度

で実測値をチェックし、必要に応じて参照水位を更新します。伸縮

が安定すると数ヶ月は参照水位をリセットする必要がなくなります。 

重要：水位及び気圧を計測する場合は必ず「通常」を選択します。「通

常」を選択しないと、大気圧や水位を算出できなくなります。 
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 計測している間に、入力した参照水位や水の流体密度が正確ではな

いと判明した場合、この値を更新する必要があります。 

 水の流体密度について更新した時、あわせて参照水位も入力する必

要があります。新しい値を取得して入力して「保存」をタップする

と、センサーの読み値の読み替えが始まり、この時新しく入力した

値に対応して変更前・変更後両方のデータを計算して新しいデータ

に作成しなおします。 

 先のデータのみを変更したい場合は、現在の計測を一度ストップし

てデータを読み出し、新しいパラメーターを入力して再度計測を開

始する必要があります。 

参照水位や水の流体密度を変更手順 

1. 「デバイス」をタップして設定するロガーをタップし、  をタッ

プします。 

2. 「基準水位」に現在の水位実測値を入力し、正しく単位を選択しま

す。 

3. 「流体密度」を選択し、正しく単位を選択します。 

4. 「保存」をタップすると、変更は即座に反映されます。データファ

イル内の参照水位や水の流体密度イベントがここで記録されます。 

＜ロガーのデータ回収＞ 
ロガーのデータ回収は以下の手順で行います。 

1. 「デバイス」をタップし、データ回収するロガーをタップします。 

2.   をタップすると、回収データがモバイル端末に転送されます。 

3. データ回収が完了したら、トップ画面に戻って「HOBO ファイル」

をタップします。閲覧したいファイルを選択するとグラフが表示

されます。 

4.  から  を選択するとデータをエクスポート(メール転送)する

ことができます。 

必要に応じて、データファイルの参照水位や参照時間、水の流体密度など

も変更することが可能です。 

 

重要：編集した水のパラメーター値は永続してデータファイルの中で変化

します。オリジナルのデータが必要な場合、変更をかける前に上述のよう

にデータをエクスポートして保存してください。 

 

水のパラメーター値の変更手順 

1. 「HOBO ファイル」をタップし、変更するファイルをタップします。 

2. 右上の から  をタップします。 

3. 「基準水位」または「流体密度」をタップし、流体パラメーター画

面を表示します。 

4. 流体パラメーター画面では： 

 基準水位の入力値や単位を変更します。 

 基準水位を実測した時間を「基準時間」より選択します。 

 流体密度で密度と単位を選択します。 

5. 「保存」をタップし、変更内容をデータファイルに反映します。 

 

※重要※  

回収したデータは、出来るだけ早くパソコンなどにバック

アップとして保存することを強く推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ロガー内部のイベントの記録＞ 
ロガーは、動作状況や、ロガーの状態を、内部イベント情報として記録し

ます。 

HOBO ファイルをタップして表示するファイルをタップします。 

右上の から  をタップして、表示したいグラフ罫線やイベントを選択

し、OK をタップします。 

内部イベント名称 定義 

ホスト接続 ロガーがコンピューターに接続されました。 

開始済み ロガーがスタートしました（Start/Stop 

button が押されました）。 

停止済み ロガーはストップしました(HOBOmobile または 

Start/Stop ボタンを押す事によって)。 

参照水位 ロガーの参照水位がアップデートされました。

新しい参照水位はイベントとしてリストされま

す。 

水の流体密度 水の流体密度についてアップデートされまし

た。新しい流体密度についてはイベントとして

リストされます。 

チャンネル <#> アラ

ームトリップ 

センサーアラームが作動した事を表します。

<#> はセンサーの番号を表しています。1 は温

度、2 は湿度です。 

チャンネル <#> アラ

ーム クリア 

センサーアラームが解除されました。<#>はセ

ンサーの番号を表しています。1 は温度、2 は

湿度です。エクスポートしたファイルには、ア

ラームがクリアになる前に、センサーが最も設

定閾値から離れた値として検知した値が表示さ

れます。 

新しい記録間隔 ロガーがバーストロギングモード(burst 

logging mode)に入った時や、出た時の表示で

す。 

セーフシャットダウン バッテリーの電圧が 2.5 V 以下に低下した事を

表します。ロガーはセーフシャットダウンを行

います。 

＜ロガーのパスワード設定＞ 

他の機器からの接続を避けるため、パスワードを設定することができます。

パスワードの設定は以下の手順で行います。 

1. 「デバイス」をタップし、接続するロガーをタップします。 

2. 接続したら、 から  をタップします。 

3. パスワードを入力し「設定」をタップします。 

パスワードの設定に使用した通信端末はパスワードなしでの接続ができ、

それ以外の通信端末はパスワードの入力なしには接続する事ができなくな

ります。例えばタブレットでパスワードを設定した跡にスマートフォンで

アクセスしようとした際には、パスワードの入力が求められますが、パス

ワードを設定したタブレットにてアクセスをする際にはパスワードの入力

が必要ありません。同様に、他人が異なる通信端末にてアクセスを試みた

としても、パスワードの入力を求められます。パスワードをリセットする

には、ロガーのトップエンド内部の 2 つのバッテリーの間にあるリセット

ボタンを押すか（下図参照）、ロガーに接続した後に から  をタップ

して「リセット」をタップします。 

 

 

 

リセットボタンを押す 
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＜メンテナンスについて＞ 

最適な計測を行うために、以下の定期的なメンテナンスを行ってください。 

・ロガーを衝撃から保護してください。ロガーは衝撃に弱い製品です。常

にトップエンドとセンサーエンドは気をつけて扱ってください。落とした

りしてセンサー部分を衝撃で損傷させた場合は校正された精度を補償でき

なくなる恐れがあります。ロガーの輸送や持ち運びの際には正しい梱包材

やケースを使用してください。 

重要：センサーエンドのハウジングを開けないで下さい。センサーエンド

のノーズコーン部を開けることで圧力センサーやロガーの電子基盤に深刻

なダメージを与えることがあります。この内部はユーザーで修理交換でき

る部品はありません。修理・交換サービスが必要な場合にはオンセット社

指定の代理店にご相談下さい。 

・定期的に堆積物や付着物についてロガーを点検してください。微生物な

どが圧力センサーの表面に付着していると、センサーの精度に影響します。

センサーのノーズコーン部の中で有機物が成長していたり、センサー自体

に有機物が付着していると、センサーの作動に影響を及ぼしたり、センサ

ー自体が使用不能になる可能性があります。設置している箇所が付着物の

つきやすい環境である場合、定期的にチェックをしてください。 

・溶剤などに気をつけてください。仕様にある製品の材質を確認し、溶剤

の存在する計測地点でないことを確認してください。このロガーはビトン、

ブナ-N O リングなど溶剤（アセトン・ケトン）、アンモニア、クロライ

ン、ブレーキオイルなどに対して、繊細な材料が使用されています。セン

サーはアセタール材質のエンドキャップに格納されています。アセタール

材質は多くの溶剤や燃料や潤滑油に対して耐性があります。 

＜ドリフト補償について＞ 

すべての圧力センサーにはドリフトが存在します。ロガーの圧力センサー

や電子機材のドリフトは年 0.5%FS 以下になっています。多くの測定にお

いて、HOBOmobile にて計測の最初に参照水位を入力しドリフトを 0 にする

ことができるため、ドリフトは重要なエラー測定の原因にはなりません。

圧力センサーのドリフトは、絶対圧値が必要な時や最近参照した水位や深

さの計測がない場合には問題になります。例えば、ロガーが一年間計測さ

れていて、参照水位が設置の間計測されていない場合などです。この場合、

設置の最後の時点でのドリフトは最大 0.5%FS となります。長期間にわた

る計測の際に、計測開始時と終了時に参照水位を取得しておくことで実際

のドリフトがどのくらいかを判断することは可能です。その際の 2 つの参

照値の違いから比較します。この値の違いがドリフト値となります。デー

タファイルの参照水位を変更する場合には、「ロガーのデータ回収」の項

目を参照します。 

＜精度の確認方法について＞ 
このロガーの水位計測に関する精度については、2 つの深さにてロガーを

計測し、その異なる読み値を比較することでチェックすることができます。

この方法で精度が確認する時は、センサーの温度がそれぞれの深さで一定

であることを確認してください。絶対圧の精度はこのロガーの 2 つのセン

サーを用いることによってチェックすることができます。水の中にあるセ

ンサーエンドを引っ張り、絶対圧センサーと差圧のセンサーが両方とも空

気中にあるようにし、HOBOconnect でチェックします。差圧は 0 であるか、

2 つのセンサーの誤差精度よりも少ないことを確認します。 

＜バッテリーについて＞ 
本ロガーは 1.5V の単 3 アルカリ電池を 2 本使用します。おおよそのバッ

テリーの寿命は、ロガーを設置する場所の気温や記録間隔(インターバル)

や、ロガーが burst モードで記録するか、statistic モードで記録するか

などによっても変わってきます。新しいバッテリーは一般的に 1 分以上の

記録間隔で使用した場合には約 1 年使用できます。極端に寒い、または暑

い気温の地点での使用や、記録間隔が 1 分よりも早い場合、またサンプリ

ング間隔が 15 秒より早い場合などには、バッテリー寿命に影響を与えま

す。またこのおおよその目安は各々の初期バッテリー個体差や作動させる

環境などにより変わるため、必ずしも全機種で上記を保証するものではあ

りません。 

バッテリーの交換手順： 

1. バッテリーを交換する前に必ずロガーを停止し、内部にあるデータを

読み出してください。 

2. ケーブルを取り外します。 

3. トップエンドにあるエンドキャップねじを緩め、取り外します。ボー

ドをケーブルから押し出し、プリント基板を引き出します。 

 

4. 単 3 乾電池の極性を確認し、内部に正しく装着します。装着したら乾

燥剤とともに、基盤を正しく中に戻します。 

 

5. キャップを元に戻し、手で強くねじ回しの要領で回します。 

 

 

 

 

 警告: 切り開かない、燃やさない、85°C 以上に熱しない、リチウム

バッテリーを再充電しない。ロガーは、極端な暑さやバッテリーケースが

傷ついていたり、壊れていたりする場合、バッテリーが破裂する恐れがあ

ります。火の中にバッテリーを入れない、バッテリーの中身を水にさらさ

ない。リチウム電池用のバッテリーは地方自治体の規定に従って廃棄して

ください。 

 

技適マーク  について 

本製品は電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明を受けており、

その証として、「技適マーク」が本製品本体の銘板シールに表示されてお

ります。本製品内部の改造を行った場合、技術基準適合証明などが無効と

なります。技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、電波

法に抵触しますので、絶対に使用されないようにお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権法により、本マニュアルを弊社の許諾なしに転載・複

写することを禁止いたします。

製造者：米国オンセットコンピュータ社 

輸入販売元：パシコ貿易株式会社 

〒113-0021 

東京都文京区本駒込 6 丁目 1 番 21 号 

コロナ社第３ビル 

TEL：03-3946-5621 FAX：03-3946-5628 

e-mail：sales@pacico.co.jp 

URL：http://www.pacico.co.jp 

 

このエンド

キャップネ

ジをはずす 

長期間使用しない場合の保管方法 

このロガーを長期間（2～3 ヶ月以上）使用しない場合には、内部のバッ

テリーをはずして保管をしてください。バッテリーを装着したまま長期

間使用しない事により、バッテリー液が漏れ、内部基盤を汚損すること

があります。この液漏れによる基盤汚損は通信不良をはじめとする故障

の原因となり、保証期間内であっても保証対象外となる可能性がありま

すのでご注意ください。 

mailto:sales@pacico.co.jp
http://www.pacico.co.jp/

